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重要取組シート 

取組項目 公正かつ適正な選挙事務の推進 

現状・課題 

○ 衆議院の突然の解散・総選挙にも適切に対応できるよう、選挙情報の把握と事務

局の体制整備が必要 

○ 公正かつ適正な選挙の執行には、法令や制度の改正に関する正確な情報把握と的

確な対応が必要 

○ 法令の解釈やシステムの運用など経験と専門的知識を要する業務の後継者の育

成が急務 

取組みの 

内  容 

○ 過去の選挙事務で発生したトラブル事例や手引書等を時点修正し、従事者に周知

徹底する。 

○ 専門研修や実務経験を通して得た知識・ノウハウのマニュアル化などにより、職

員の事務能力の向上を図る。 

○ 指定都市連合会や近隣指定都市との連携を密にし、選挙に係る情報の迅速、的確

な把握を行い、区選管との連携、情報共有を進める。 

○ 市区選管職員で構成する「事務担当者会議」で選挙課題の共有、対応を協議する。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～7月） 

□ 「事務担当者会議」（適宜） 

□ 選挙事務研修の実施（4～5月） 

□ 手引書等の改訂（4～６月） 

□ 衆議院解散総選挙を想定した事務の準備（～３月） 

 

中期 

（～11月） 

□ 各種業務マニュアルの更新（９月、以降年度末まで） 

□  

後期 

（～3月） 

□  

次年度 

以降 

□ 参議院議員通常選挙執行（令和 7年 7月） 

 

進
捗
の
状
況 

前期 

（～7月） 

□ 「事務担当者会議」（7月） 

□ 選挙事務研修の実施（4～5月） 

□ 手引書等の改訂（4～７月） 

□ 衆議院解散総選挙を想定した事務の準備（4～７月） 

中期 

（～11月） 

□ 「事務担当者会議」（８月）  

□ 手引書等の改訂（８月～以降年度末まで） 

□ 衆議院解散総選挙を想定した事務の準備（８月～10月） 

□ 各種業務マニュアルの更新（９月～以降年度末まで） 

□ 衆議院議員総選挙及び堺市議会東区選挙区補欠選挙の執行（10月） 

後期 

（～3月） 

 

 

 

２
０
２
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堺
市
基
本
計
画 

該当する 

施策 
― 

寄与する 

KPI 
― 

目標値（2025年度） 

― 

選挙管理委員会事務局 
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最も貢献する 

SDGsのゴール 

ゴール番号 
― 

― 

寄与する 

KPI 
― 

目標値（202５年度） 

― 

 


